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新山優子:第 18回国際藍藻研究会シンポジウム参加記

今年 8月 16日から 20日にチェコ共和国で、開催された第 18回国

際環藻研究会シンポジウム (18，hSymposium of th巴Int巴:mational

Ass配 iationfor Cyanophyte Research，以下では IACと111各記)に

参加しました。その様子を簡単に報告します。

IACは日本部類学会員にはあまり馴染みのないものだと思います

が，その歴史は 1959年に遡ります。1959年夏に開催された第 14

回国際陸水学会に参加した藻類研究者連の小グループが，藍藻類

の生態および分類に関し各国の研究者が協調して取り組む必要性

を論じ，その翌年に第 1回の IACシンポジウムがスイスで開催さ

れました。その後は主に欧州各国の研究者がホスト役を務めながら，

1963年の第3回以降は 3年に 1度開催され，現在に至っています。

2α)4年までの大会はすべて欧州内で開催されていますが，~∞7 年

の第 17回シンポジウムは初めて海を渡り，メキシコで開催されまし

た。初期の 25年間のIACに関する歴史は，その間に開催された 9

回のシンポジウムでの発表や報告を含め， Kann & Golubic (1985) 

が前iしく記述しています。大会論文集は，初期には Schweizerische

Zeitschrift fur Hydrologieに，その後は AlgologicalS加dies，Archiv 

fur Hydrobiologie Supplementbandに掲載されてきました。今年

の大会論文集は，チェコ版藻類学会誌とし 3える“Fo仕回"に掲載さ

れる予定です。

今年のシンポジウムの会場となったのは， CheslφBudejovice (日

本語読みで、はチェスケー・ フ、、デ、イエヨヴィツェ)にある南ボヘミア

大学理学部でした。Ch巴skeBudejoviceはプラハの南約 150kmに

位置する，南ボヘミア地方の中心都市です。フ。ラノ、からは鉄道また

はパスで31時間ほど要します。私は欧州の地を踏むのは2巨回，チェ

コは初めて， 一人旅も初めてです。国際学会での発表も初めての

経験です。経験豊富な藻類学会員諸氏はお笑いかもしれませんが，

IACのホームページや7月にインターネッ ト配信されたrConf巴r巴nce

Sllrvival GuideJと首っ引きで，大会会場への到着に備えました。

何とか無事に15日午後の受付に間に合い，ポスター発表を行って

きました。

参加者は約 1∞名で、したが，日本からは私一人， 他に東アジア

からはタイ・チエンマイ大学の YllwadeeP.田rapornpisal博士と院

生が参加しただけでした。右の写真は大会最終日前夜のFar，巴well

pmty直前に，市の中心部にある PfemyslaOt出araII広場で撮影

されたものです。シンポジウムは 16日朝の 1.Komar，巴k博士の講演

を皮切りに， 37の口頭発表と ωのポスター発表がエクスカーシヨ

ンをはさんで4日間に渡って開催されました。口頭発表の会場は

l∞ 名ほどが座れる階段状の諮義室がl室だけでした。左右の窓と

天窓から自然光が差し込む~Iこ"各発表は PC を使用して|暗幕なしで

行われました。部屋が暗くないという状態は非常に良いと思いまし

た。発表者だけでなく出席者全員の顔が良く見えるし，何よりも|眠

気に誘われないのです。ポスターは口頭発表会場のすぐ外にあるロ

ビーや入口ホールに21::1間ずつ張られました。ここは休憩会場で、も

あり，さらに小パーティー会場ともなったので，定められたポスター

セッション時以外にも，随H寺，質問や討論が行われていました。非

常に婚しい驚きだったのは，大会初日に誕生日を迎えた私に大会責

任者の 1.KaStovsky博士が参加者全員の前で花束を渡してくれた

ことでした。このエピソードから伺えるように，全体を通じてこじん

まりしたアッ トホームなシンポジウムだ、ったと言ーえます。

初日午後の後半に， Komarek博士を囲んでの自由討議が行われ

ました。 ここで議論が白熱したのは，~藻は原核生物であるが故に

細菌の命名既約に従うべきではないか，いや，従来通り植物命名規

約に則るべきだ，という 2つの見解を巡つてのもので、した。時間を

延長して討議されましたが，結局結論は出ませんでした。また， 新

発見などが加わることによって属名や種名が変わる一方，誤同定さ

れた株が|立界中で使用され，そのような株を使用した論文が次々に

引用され，もはや訂正しょうがないことなども指摘されました。

Komarek博士ともお話したことですが，世界中で同類の研究を

行っている研究者らがほぼ同じ頃に同じような問題意識を持つよう

です。形態や生態およびDNA配列や代謝産物などを同時に調べ

て結論を導く，という研究が多数発表されました。故波溢真之氏と

ともに行ってきた研究手法や考え方と同じであるということを再確

認しました。これまでE-mailを通じてしか知らなかった研究者逮と

実際に会って話し，討議できるということは実に楽しく，有意義なこ

とでした。また，初めて顔を会わせた研究者とも今後連絡を取り合

うことを約束し，再会を願って帰途に着きました。大会の準備 ・運

営に尽力下さり，本稿のために写真を送信して下さった南ボへミア

大学理学部の1m1KaStovsky， TomaS Haller両博士および大学院

生の皆さんに感謝します。

Kω111， E. & GOlllbic， S. 1985. 25 years of由巳lntemationalAssociation for 
Cyanophyte R巴serch.Algological Stlldi巴s38β9・15-32.

(つくば"rli)

写真慌影:Jana Kon巴lusova




